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研究の仮説 

 

研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題「児童の学力向上を目指した授業改善」 

～説明的文章における児童主体の授業を通して～ 

 

日々の授業内で児童が主体的に学習に取り組める授業改善を行うことで、学習への意欲を高め、学力

の向上につながるであろう。 

鎌田小学校教育目標 

◎かしこく（よく考えてやりぬく子） 

〇まあるく（思いやりのある子） 

〇たくましく（じょうぶな子 

 

教師の願い 

・自分の考えをもち、書いたり説明し

たりして表現する力を伸ばしたい。 

・自分たちで問題を把握し、解決する

力を育てたい 

 

本校の児童の実態 

・目的に応じて情報を見付けながら読ん

だり、理由を明確にして書いたりする

力に課題がある。 

・主体的に問題解決に取り組む力に課

題がある。 

研究主題「児童の学力向上を目指した授業改善」 

～説明的文章における児童主体の授業を通して～ 

 

日常の取組によるアプローチ 

〇基礎・基本を定着させるための学習習慣の習得 

〇基礎・基本を定着させるための反復練習 

授業改善・研究授業によるアプローチ 

〇児童主体の授業作り 

〇読み方、考え方を習得できるような授業作り 

〇めあてをもち、粘り強く取り組んだり、学び方を自

ら調整したりする授業作り 

 研究推進委員会・学びプロジェクト 

〇学習習慣の習得のための手立て作成 

（例）・東京ベーシックドリル ・学力調査 

・江戸川っ子 StudyWeek ・放課後補修教室 

・読書科の充実・よむ Yomuワークシートの活用 

 

研究授業・分科会協議・研究推進委員会 

〇主題にそった組織的な授業改善 

（例）・説明的文章の指導の工夫  

・各学年研究授業 ・校内授業作りスタンダード 

 

児童の学力向上 

研究のための研究、研究授業のための研推では終わらない、本気の授業改善に取り組む。 

研究授業は日常の授業の一部。分科会で協力してよりよい通常の授業づくりを進める。 

 


